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太
陽
の
画
家
　
利と

ね

や

ま

こ

う

じ

ん

根
山
光
人

特集

｢利根山光人と北上の関わり｣

　
戦
後
の
日
本
現
代
美
術
を
リ
ー
ド
し
た

利
根
山
光
人
。
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の

音
楽
に
触
発
さ
れ
た
前
衛
絵
画
を
油
彩
で

制
作
す
る
一
方
で
、
リ
ト
グ
ラ
フ
の
印
刷

機
を
使
っ
て
版
画
の
制
作
を
始
め
ま
し

た
。
そ
の
後
、
岩
波
映
画
製
作
所
が
製
作

し
た
記
録
映
画｢

佐
久
間
ダ
ム(

第
１
部)｣

(

１
９
５
４
年
公
開)

を
見
て
心
を
揺
さ
ぶ

ら
れ
、
建
設
現
場
で
制
作
す
る
な
ど
、
社

会
派
の
画
家
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　
１
９
５
０
年
代
末
に
は
、
メ
キ
シ
コ
を

訪
れ
、
マ
ヤ
文
明
を
見
て
衝
撃
を
受
け
、

そ
の
古
代
文
明
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品

を
制
作
。
そ
れ
以
降
も
、
た
び
た
び
メ
キ

シ
コ
を
訪
れ
、
古
代
文
明
か
ら
の
示
唆
を

現
代
社
会
や
現
代
人
へ
の
問
い
掛
け
と
し

て
描
き
続
け
ま
す
。
そ
の
後
も
交
流
を
続

け
、
メ
キ
シ
コ
の
最
高
文
化
勲
章
ア
ギ

ラ
・
ア
ス
テ
カ
・
プ
ラ
ー
カ
章
な
ど
を
受

章
。
メ
キ
シ
コ
を
題
材
と
し
た
情
熱
的
な

問い合わせ　　生涯学習文化課☎72-8304

陶板レリーフ｢生命の樹｣(聖徳大学附属小学校)
ふれあい広場縦16ｍ、横12ｍにおよぶ作品で、その大きさに合わせて
屋根が改修されました

展勝地の一角にある利根山光人記念美術館。

ここは世界的画家・利根山光人のアトリエでした。

今回は、利根山光人と北上の関わりについて紹介します。

ねぶた84～85'(油彩)
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北
上
と
光
人

　
世
界
的
画
家
の
利
根
山
画
伯
と
北
上
市

と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
47
年

に
岩
手
県
芸
術
祭
の
審
査
員
と
し
て
来
県

し
た
と
き
か
ら
で
し
た
。

　
帰
途
北
上
市
を
訪
れ
、
鬼
剣
舞
や
鹿
踊

を
鑑
賞
。
感
銘
を
受
け
、
展
勝
地
の
一
角

に
ア
ト
リ
エ
を
建
設
し
、
毎
年
の
よ
う
に

北
上
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
を
訪
れ
、
民

俗
芸
能
を
制
作
上
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一

つ
と
し
ま
し
た
。
昭
和
50
年
か
ら
平
成
６

年
に
72
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
約
20
年
間

こ
こ
で
制
作
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

1921(大正10)年
　茨城県結城市に生まれる
1943(昭和18)年
　早稲田大学卒業
1951(昭和26)年
　第３回読売アンデパンダン展
1953(昭和28)年
　｢抽象と幻想展｣(東京国立近代美術館)
1959(昭和34)年
　個展(メキシコ国立芸術院)
　日本版画協会会員になる　
1963(昭和38)年
　｢マヤ芸術の拓本展｣
　(東京国立近代美術館)
1965(昭和40)年
　｢メキシコ古代拓本展｣
　(メキシコ国立近代美術館)
1972(昭和47)年
　メキシコ政府より
　アギラ・アステカ・エンコミエンダ章受章
　著書｢メキシコの民芸｣(平凡社)
1973(昭和48)年
　紺綬褒章受章
1976(昭和51)年
　第１回アトリエ展(以後隔年で開催)
　聖徳学園付属多摩中央幼稚園・第３幼稚園に陶板壁画制作
1981(昭和56)年
　第６回吉田五十八賞受賞(建築美術部門)
　北上駅陶壁画｢日輪｣制作
1982(昭和57)年
　北上駅コンコースの陶壁画｢日輪｣
　除幕式
1985(昭和60)年
　第17回日本芸術大賞受賞
1987(昭和62)年
　メキシコ政府より
　アギラ・アステカ・プラーカ章受章
1991(平成３)年
　個展｢戦中派の証言展｣(日本画廊)
　大阪国際版画トリエンナーレ展銅賞受賞
　個展｢世紀末の黙示録－利根山光人－展｣
　(キッドアイラックアートホール)
1992(平成４)年
　個展｢戦後美術の軌跡６｣(ＳＯＫＯ東京画廊)
1994(平成６)年
　永眠(４月14日、享年72歳)
1995(平成７)年
　｢利根山光人展－太陽と古代・そして永遠へ の憧憬－｣
　(東京都世田谷美術館)
2013(平成25)年
　｢利根山光人展－バイタリティーを求めて－｣
　(町田市立国際版画美術館)

作
品
を
数
多
く
残
し
、
太
陽
の
画
家
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。

　
80
年
代
以
降
は
、
イ
ン
ド
各
地
の
石
窟

群
や
日
本
の
祭
り
、
闘
牛
、
ド
ン
・
キ

ホ
ー
テ
を
主
人
公
と
し
た
小
説
な
ど
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
作
品
を
制
作
。
人
間
の
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
表
現
し
続
け
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
は
、
戦
争
の
爪
痕
を
描
き
出

す
こ
と
で
、
現
代
文
明
の
危
機
を
伝
え
よ

う
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
各
地
に
利
根
山
画
伯
が
制

作
し
た
壁
画
が
残
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
芸
術
活
動
に
よ
り
、
紺
綬
褒
章
や
日

本
芸
術
大
賞
な
ど
数
多
く
の
賞
を
受
け
て

い
ま
す
。

利根山光人略歴

金魚ねぶた(油彩)

立花のアトリエで作品を制作する利根山光人

インド女神マヤ像(油彩)

無限(聖徳大学川並香順記念講堂ホール)
※緞帳の制作や客席椅子などの色調設
計は利根山光人。

マヤ(水彩)
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利根山光人の妻

利根山　彌
や え こ

惠子 さん

　
人
の
出
会
い
は
い
つ
ど
こ
で
決
定
的
な

こ
と
に
な
る
の
か
改
め
て
不
思
議
に
思
い

ま
す
。

　
も
う
40
年
も
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

昭
和
47
年
に
利
根
山
光
人
は
岩
手
県
芸
術

祭
の
審
査
員
と
し
て
東
北
の
地
を
初
め
て

訪
れ
ま
し
た
。
審
査
は
２
日
間
で
終
わ
り
、

そ
の
夕
刻
に
東
北
地
方
の
伝
統
芸
能
で
あ

る
鬼
剣
舞
、
鹿
踊
を
拝
見
し
た
際
、
全
身

に
一
撃
を
受
け
た
感
じ
に
な
り
自
分
が

思
っ
て
い
た
東
北
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
変
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
場
所
は
、
う
っ
そ
う

と
し
た
森
に
囲
ま
れ
た
農
家
の
庭
で
、
素

晴
ら
し
い
装
束
、
赤
、
白
、
緑
の
面
を
着

け
た
鬼
た
ち
が
舞
台
装
置
さ
り
な
が
ら

次
々
と
現
れ
、
大
地
を
踏
み
鳴
ら
し
、
鹿

踊
は
頭
に
長
い
さ
さ
ら
を
揺
ら
し
、
小
太

鼓
の
音
は
シ
ー
ン
と
し
た
森
に
消
え
て
い

き
、
狂
う
よ
う
に
舞
う
姿
に
全
身
鳥
肌
が

立
ち
、
熱
き
血
は
湧
き
、
そ
の
底
力
に
圧

倒
さ
れ
、
し
ば
し
言
葉
も
出
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
れ
以
来
、
鬼
の
現
れ
る
祭
り

が
あ
る
と
耳
に
す
る
と
日
本
中
ど
こ
で
も

出
掛
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
北
上
の
鬼
剣

舞
、
鹿
踊
は
、
主
人
の
永
遠
の
テ
ー
マ
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
こ
ろ
の
北
上
市
長
様
は
じ

め
髙
橋
喜
太
郎
様
、
そ
の
他
お
集
ま
り
く

だ
さ
っ
た
方
々
と
、
大
変
親
し
く
、
い
ろ

い
ろ
進
歩
的
な
話
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

口こ
う

角か
く
あ
わ泡
を
飛
ば
す
ご
と
く
大
声
で
話
し

合
っ
て
い
る
様
子
を
、
わ
た
し
は
そ
ば
で

見
て
お
り
ま
し
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る

う
ち
に
、
北
上
は
主
人
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
第
二
の
故
郷
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
北
上
川
を
目
下
に
す
る
小
さ
な
ア
ト
リ

エ
を
記
念
美
術
館
に
し
て
い
た
だ
き
、
市

長
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
、
心
よ
り
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

北
上
駅
陶
壁
画

　
昭
和
57
年
、
北
上
駅
西
口
コ
ン
コ
ー
ス

に
鬼
剣
舞
と
鹿
踊
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
陶

壁
画｢

日
輪｣
を
制
作
。
こ
れ
は
今
で
も
北

上
駅
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東北はもと縄文文化のセンターであった。
北上市周辺に古くより伝わる代表的な民俗芸能　
鬼剣舞と鹿踊には、日本人の原点ともいうべき縄
文のエネルギーがかくされている。
勇壮　華麗　躍動　そしてきびしさを秘めた律動
の中に、東北のエネルギーを、縄文の火を表現し
てみた。
北上市の発展の祈りをこめて、壁画の一部には展
勝地の石を砕いて使用している。
　　　　(壁画そばの利根山光人による注釈より)

日輪　利根山光人

鬼剣舞(油彩)

鹿踊をモチーフに制作する利根山画伯

(

上)

北
上
駅
西
口
コ
ン
コ
ー
ス
の
大
陶
壁
画｢

日
輪｣

の
下
絵
。
壁
画
の
10
分
の

１
の
３
５
０
×
１
８
０
０
㍉(

下)

北
上
駅
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
観
光
客
を
出
迎

え
て
い
ま
す
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北
上
画
廊
を
営
む
父
の
も
と
作
品
の
運

搬
な
ど
を
手
伝
っ
て
お
り
、
利
根
山
先
生

の
ア
ト
リ
エ
に
も
お
伺
い
し
ま
し
た
。
夫

妻
が
北
上
に
来
ら
れ
る
た
び
、
メ
キ
シ
コ

の
遺
跡
の
拓
本
や
古
い
楽
譜
の
額
な
ど
を

い
た
だ
き
、
心
遣
い
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
家
で
の
会
食
の
際
、
物
静
か
な
先

生
が
海
外
取
材
の
話
に
つ
い
て
熱
心
に
語

ら
れ
ま
し
た
。
特
に
メ
キ
シ
コ
の
文
明
、

民
族
舞
踊
、
芸
能
、
民
芸
品
の
話
に
感
動

し
、
家
内
と
姉
妹
都
市
コ
ン
コ
ー
ド
を
訪

れ
た
際
、
メ
キ
シ
コ
ま
で
足
を
延
ば
し
、

テ
ィ
オ
テ
ィ
ワ
カ
ン
遺
跡
、
近
代
美
術
館
、

シ
ケ
イ
ロ
ス
の
壁
画
、
河
に
浮
か
ぶ
畑
の

ソ
チ
ミ
ル
コ
、
ア
カ
プ
ル
コ
な
ど
を
観
光

し
ま
し
た
。
何

も
分
か
ら
ず
高

級
ホ
テ
ル
に
何

泊
も
し
、
先
生

に
も
っ
と
行
く

べ
き
と
こ
ろ
が

あ
る
し
、
ホ
テ

ル
も
よ
り
格
安

な
と
こ
ろ
が
あ

る
と
叱
ら
れ
ま

し
た
。
先
生
と

利
根
山
光
人
記
念
美
術
館

　
専
任
研
究
員
　
髙
橋
　
大
八
さ
ん

　
利
根
山
画
伯
の
作
品
の
特
徴
は
、
額
縁

か
ら
は
み
出
さ
ん
ば
か
り
の
構
成
で
、
大

胆
な
形
態
、
強
烈
な
色
彩
、
自
由
奔
放
な

線
に
あ
り
ま
す
。

　
画
伯
の
並
外
れ
た
迫
力
と
情
熱
を
秘
め

た
芸
術
に
圧
倒
さ
れ
、
元
気
と
勇
気
を
与

え
ら
れ
ま
す
。

利
根
山
光
人
記
念
美
術
館

　
平
成
７
年
、
利
根
山
彌
惠
子
夫
人
か
ら

こ
の
ア
ト
リ
エ
と
作
品
の
一
部
が
北
上
市

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
広
く
市
民
に
公
開

し
、
芸
術
文
化
の
拠
点
と
す
る
た
め
、
８

年
、
利
根
山
光
人
記
念
館
が
開
館
。
13

年
、
記
念
館
が
５
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を

機
に｢

美
術
館｣

と
改
称
し
、
芸
術
文
化
の

振
興
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
美
術
館
の
外
観
に
は
太
陽
の
画

家
と
い
わ
れ
た
利
根
山
画
伯
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

北
上
川

和
賀
川

ファミリー　
マート●

展勝地

珊
瑚
橋

●ホテル
　シティプラザ
　北上

市立博物館
●

  ●
利根山光人
記念美術館

  ●
利根山光人
記念美術館

北
上
駅

展勝地
レストハウス

●

利
用
案
内

▽
住
所
…
立
花
15

－

１
５
３

－

２

▽
電
話
番
号
…
65

－

１
８
０
８

▽
開
館
時
間
…
午
前
10
時
～
午
後
４
時

(

入
館
は
午
後
３
時
30
分
ま
で)

▽
休
館
日
…
12
月
～
３
月
ま
で
は
冬
季
休

館
、
４
月
～
11
月
は
無
休(

企
画
展
展
示

な
ど
に
よ
る
特
別
休
館
日
あ
り)

▽
観
覧
料
…
一
般
３
０
０
円
、
高
校
生

１
２
０
円
、
小
・
中
学
生
60
円
、
小
学

生
未
満
は
無
料
、
団
体
20
人
以
上(

一
般

１
８
０
円
、
高
校
生
80
円
、
小
・
中
学
生

40
円
）

利根山光人記念美術館
友の会会長
髙橋　喜一郎 さん

(上)日月(木版)
(右)メキシコ教会(油彩)

友人と談笑する利根山光人画伯(左側)

利
根
山
光
人
記
念
美
術
館
友
の
会

会
員
募
集

　
詳
し
く
は
、
同
会
の
髙
橋
会
長(

☎

64

－

１
１
７
８)

へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

来
北
の
メ
キ
シ
コ
大
使
や
高
官
の
皆
さ
ん

と
お
話
し
し
た
の
も
楽
し
い
体
験
で
し
た
。

　
先
日
、
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
で

先
生
の
版
画
展
を
鑑
賞
し
ま
し
た
が
、
改

め
て
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
ま
し

た
。
利
根
山
光
人
記
念
美
術
館
友
の
会
は
、

先
生
の
絵
画
に
親
し
む
こ
と
を
通
し
て
、

美
術
館
の
諸
活
動
に
協
力
し
、
芸
術
文
化

の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。
父
が
亡
く
な
り
、
友
の
会
会
長

を
務
め
て
き
ま
し
た
が
、
先
生
を
記
念
す

る
大
賞
展
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
、
大

変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
先
生
の
美
術

館
が
北
上
に
存
在
す
る
こ
と
、
先
生
の
業

績
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
友
の

会
会
員
の
増
加
と
大
賞
展
の
継
続
が
大
切

で
す
。
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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利
根
山
画
伯
作
品
展
や
北
上
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
作
家
の
功
績
を
顕
彰
す
る
郷
土

先
人
画
家
展
な
ど
の
企
画
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
も
開
催
予
定
で
、
広
報
紙

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
利
根
山
光
人
記
念
美
術
館
で
は
、
画
伯

が
造
形
的
美
し
さ
に
衝
撃
を
受
け
、
制
作

上
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
つ
と
し
た
東
北

の
民
俗
芸
能
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品 

｢

日
輪｣｢

集｣

な
ど
の
２
０
０
号
の
大
作
を

中
心
と
し
た
常
設
展｢
東
北
の
祭
シ
リ
ー

ズ｣

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
に
も
踊
り
だ
し
そ
う
な
鬼
剣
舞
や
鹿

踊
り
の
作
品
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
見

る
人
を
感
動
さ
せ
ま
す
。

年度 企画展

22

●阿部輝雄展
　北上に生まれ北上を愛し北上で文具店を経営、
　自らも絵を描いた町の庶民派画家
●吉田守夫展
　詩情豊かな水彩画を描き続けた画家

23

●利根山光人の世界
　卓越したデッサン力に支えられた多彩な表現
●児玉晃展
　北上に生まれ育ち、美術の道を志し、色彩の研
　究においても大成した画家
●駒込法子展
　更木に生まれ育ち、農村風景と子どもらを愛し
　続けた画家

24

●利根山光人展
　情感に訴えるデッサン力
●伊東才紀展　
　色彩のタッチできらめく生命感を表現

25

●利根山光人　世界スケッチ歩き
　モチーフを求めて世界スケッチ歩き
●鬼柳洋一展
　慈悲の心と郷土愛で描いた画家
●及川宏一展
　岩手の美術教育の礎を築く

(上)24年度伊東才紀展｢ヴェネツィア｣
(左上)25年度鬼柳洋一展｢鷹｣
(左)25年度及川宏一展｢鮭｣

(

右)

日
輪
80"(

油
彩)

／(

左)

鬼
剣
舞(

リ
ト
グ
ラ
フ)

／(

下)

日
輪(

木
版)

利
根
山
光
人
記
念
美
術
館

常
設
展

利
根
山
光
人
記
念
美
術
館

企
画
展



－ 7－ 第550号

　
平
成
13
年
、
利
根
山
画
伯
を
顕
彰
し
、

幅
広
い
芸
術
文
化
活
動
を
展
開
す
る
た

め
絵
画
の
公
募
展｢

利
根
山
光
人
記
念
大

賞
展
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
・
き
た
か
み｣

を
創

設
し
ま
し
た
。
そ
の
後｢

ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
・
き
た
か
み｣

に
改
称
。
通
算
５
回
開

催
し
ま
し
た(

現
在
休
止
中)

。

　
ま
た
、
美
術
館
開
館
25
周
年(

平
成
33

年)

を
記
念
し
た
事
業
の
開
催
に
向
け
て
、

利
根
山
光
人
記
念
美
術
館
友
の
会
で
基
金

設
立
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
利
根
山
画
伯
の
思
い
で
も
あ
る
後
進
育

成
の
た
め
、
毎
年
４
～
11
月
に
絵
画
教
室

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
絵
画
の
基
礎
、
油
絵
の
描
き
方
な
ど

デ
ッ
サ
ン
か
ら
油
彩
ま
で
、
同
美
術
館
専

任
研
究
員
が
一
人
一
人
の
技
術
や
ペ
ー
ス

に
合
わ
せ
て
、
月
に
２
回
の
教
室
で
指
導

し
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
人
で
も
安
心
し

て
受
講
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
１
０
０

人
以
上
が
受
講
し
て
お
り
、
修
了
後
も
、

画
伯
の
名
前
一
文
字
を
と
っ
た｢

光
の
会｣

と
し
て
、
仲
間
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
制

作
を
続
け
、
毎
年
、
展
示
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
受
講
生
の
募
集
に
つ
い

て
は
、
２
月
28
日
発
行
の
広
報
紙｢

マ
ナ

ビ
ィ
ペ
ー
ジ｣

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

回 大賞受賞作品名 氏名
１
(平成14年) 夢意識的精神構築記“暖かい愛情で潤う生命の樹”

傍嶋　飛龍さん
(神奈川県)

２
(平成16年) 降臨

菊地　仁美さん
(北上市)

３
(平成18年) 北国の祀り(おしらさま)

川杉　雅江さん
(北上市)

４
(平成21年) 宴たけなわ、今夜も大忙し！

都丸　直子さん
(愛知県)

５
(平成24年) 私たちのだいじな何か

菊池　咲さん
(奥州市)

　北上の民俗芸能に魅せられて、この地
に留まられた利根山光人の名のもとに、
大賞展が全国公募で行われると知ったと
き、何か心が踊るのを覚えました。
　子どものころから見てきた祭の音、響
き声、楽しさの裏側にある怖さ、恐ろし
さ、そして、昔話など、心の中の北国を
絵で表現したいと思い続けていたので、
この思いを大賞展にぶつけてみたいと、
思い切って出展しました。出展１回、２
回、そして大賞、｢やったー｣。わたしの
心の中をのぞいてくれたのかな、うれし
恥ずかしでした。

大賞受賞の思い出
第３回大賞受賞者
　　　　　　　　　　川杉　雅江 さん

絵
画
教
室
に
参
加
し
て

　
平
成
24
年
度
の
絵
画
教
室
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
油
絵
が
初
め
て
な

の
で
不
安
で
し
た
が
、
千
田
浩
文
専
任
研

究
員
の
ご
指
導
の
も
と
、
や
っ
と
絵
っ
こ

ら
し
く
な
り
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

先
輩
方
の｢

光
の
会
展｣

に
未
熟
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
出
展
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
現
在
、
月
に
１
回
、
仲
間

９
人
と
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
に
は
、
さ
さ
や
か

に
初
め
て
の
展
示
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
絵
画
に

親
し
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　 (

修
了
生
　
齋
藤
　
正
太
郎
　
さ
ん)

第５回大賞
｢私たちのだいじな何か｣
菊池　咲

受講生に指導する千田専任研究員

(上)油彩画の完成に向けて制作する
参加者／(右)完成した作品を展示し
ている修了展

利
根
山
光
人
記
念
美
術
館

絵
画
教
室

利
根
山
光
人
記
念
大
賞
展


